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感駆謬 基本問題 彪駐独

直線の方程式

炉解答は「考え方と解答」65ページ

次の3点を頂点とする△ABCの3辺の長さを求めよ。また，△ABCはどのような三角形であるか

を調べよ。

（1）A（4，3），B（1，2），C（2，5）

（2）A（－1，0），B（1，2ノす），C（2，ノす）

（3）A（－1，－1），B（3，－1），C（1，1）

次の点の座標を求めよ。

（1）A（1，－8），B（6，2）を結ぶ線分を3‥2に内分する点，外分する点

（2）A（－2，4），B（3，－6）を結ぶ線分を1：2に内分する息　外分する点

（3）A（－2，・－5），B（28，13）を結ぶ線分の中点，3等分点

次の3点を頂点とする△ABCの垂心の座標，および△ABCの面積を求めよ。

（1）A（0，0），B（－2，6），C（5，9）

（2）A（－2，2），B（－1，7），C（6，3）

DABCDにおいて，A（2，1），B（3，6），C（5，4）とするとき，対角線の交点Mおよび頂点Dの座

標を求めよ。

2点A（2，4），B（0，2）がある。△ABCが正三角形であるときの，点Cの座標を求めよ。

67
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382

383

384

385

386

387

388

68

次の直線の方程式を求めよ。

（1）点（2，3）

（2）点（－3，

（3）点（－2，

（4）点（3，5）

（5）2点（2，

（8）2点（3，

を通り，傾きが　－4

4）を通り，∬軸の正の向きとなす角が600

1）を通り，直線お＋ッー2＝0に平行な直線と垂直な直線

を通り，∬軸に平行な直線とッ軸に平行な直線

2），（4，1）を通る。

0），（0，4）を通る。

次の3点が同一直線上にあるように烏の値を定めよ。

（1）（1，2），（丘，4），（4，9）　　　　　（2）（1，3），（3，4），（烏＋1，良一1）

（3）（2，5），（烏，3），（0，ゑ）　　　　　（4）（2，4），（－3，5），（3－ゑ2，2烏－1）

次の3直線の2つずつの交点の座標と，その3点でできる三角形の面積を求めよ。

（1）ェ一秒＝2，∬＋5ッ＝9，4ズーク＝一6

（幻　∬十秒＋4＝0，3エーツ＋5＝0，お＋砂－1＝0

次の2点を結ぶ線分ABの垂直二等分線の方程式を求めよ。

（1）A（3，－1），B（－3，5）　　　　　　（2）A（－4，9），B（4，－1）

次の直線は，丘がどのような実数値をとってもつねに定点を通る。この定点の座標を求めよ。

（1）（2＋烏）∬＋（1＋4烏）ッ＝2尾一3　　　　（2）（4烏＋1）エー（烏＋1）ッー10烏＋5＝0

次の2直線が平行となるように定数αを定めよ。また，垂直となるようにαを定めよ。

（1）αズーツー5＝0，（お＋3）エーツ＋3＝0

（2）∬＋‘ひ＋1＝0，α∬＋（α＋2）ッ＋2＝0

次の点から直線までの距離を求めよ。

（1）点（0，0）と直線血＋和一5＝0

（2）点（－3，2）と直線2∬一秒＋6＝0

（3）点（－2，1）と直線ッ＝与れ1



23．直線の方程式

÷＋‡＋

標準問題
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389

390

391

392
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394

（1）2点A（5，20），B（6，－30）を結ぶ直線とX軸との交点は線分ABを2：［＝コに内分する点で

あり，交点の座標は（［＝ユ0）である。　　　　　　　　　　　　　　　　（武蔵大一経済）

（2）点A（6，1）を通り直線g：2エーツー1＝0に垂直な直線は，方程式がッ＝［＝］で，Zとの交点の

座標は口である。また，直線Jに関して点Aと対称な点の座標は⊂コである。　（東海大一医）

3点0（0，0），A（5，2），B（X，y）を頂点とする△OABの垂心がH（3，1）であるとする。その

とき，ABの傾きは［＝コであり，OBの傾きは［＝コである。また，∬＝⊂コ　ッ＝［＝コである。

（慶大一経済）

αを定数とする。直線J：α∬＋ッ＝2α＋1が直線2∬＋砂＝1に平行になるのはαが［＝コのときであ

り，垂直になるのはαが［＝コのときである。また，αがどんな値であっても，直線Zはつねに点⊂コ

を通る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都産業大一経営）

（1）定数αはα＜2の範囲にあるとする。このとき，3直線ッ＝2エー4，ツ＝αエーα2，∬＝0によって

囲まれる三角形の面積が号となるようなαの値は。＝［］または。＝口である。（東京薬大）

（2）3点（0，1），（0，号），（1，0）を頂点とする三角形を，原点を通る直線で切り，その面積を2

等分する直線の傾き桝を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自治医大）

ごとッについての，実数係数の2次式α∬2＋ッ2十5耳ツ＋ぬ＋ッ＋Cが2g＋ッー1で割り切れるとき，

α＝［＝コ，み＝［＝コ，C＝［＝コである。このとき，

α∬2＋ッ2＋5耳ツ＋∂∬＋ッ＋C＝0

のグラフは2直線で，その交点の座標は（［＝コ，［＝コ）である。 （近畿大一理工）

次の連立方程式を同時に満足する（考，ツ）を座標にもつ点が，平行四辺形の4頂点になっている。

（打砂－6柏一秒－1）＝0，（〟－ツー9）（号－ツ＋車0

（1）平行四辺形の対角線の交点の座標を求めよ。

（2）αとろの値を求めよ。 （中央大一法）
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395

396

397

398

399

400

直線ッ＝α∬（α＞0）と∬軸のなす第1象限の角を2等分する直線をッ＝み∬とする。ツ＝αごとッ＝1

の交点をA，y＝bxとX＝1の交点をBとする。2点A，Bを通る直線Lと直線y＝bxは直交して

いる。‘ち　みおよび直線上を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青山学院大一国際）

平面上に，3点0（0，0），A（12，5），B（3，4）がある。LAOBの内部にX，y両座標ともに正の

整数の点P（X，y）をとり，LAOP＝LPOB　となるようにする。このような点Pのうち原点にもっと

も近いものは∬＝［＝コ，ツ＝口を座標とする点である。　　　　　　　　　　　（青山学院大一理工）

座標平面上の3点A（α，－2α－4），B（叫－2α－6），C（み，み・与）を頂点とする三角形の面積を

ぶとする。（‡がすべての実数，古がすべての正の実数の範囲で動くとき，ぶの最小値を求めよ。

（大阪市大一商経）

（1）点P（∬1，ツ1）から直射：α山師＝0におろした垂線の長さは皆であること

を証明せよ。

（2）点（2，1）を通る直線で，点（5，3）からの距離が2であるものの方程式を求めよ。

座標平面上に3本の直線

∬＋ッ＋1＝0…①　αエーツーお＋2＝0…⑨　エー‘砂＋2α－2＝0…⑧

がある。これらの直線は定数αの値が±□以外のときは三角形をつくる。このとき，直線①と直線

⑨の交点をAとし，直線①と直線③の交点をBとし，直線⑨と直線③の交点をCとすると，点Aの座

標は（E＃，［∃芋）となり，点Cと直線①との距離は与J∈∃となる0さらに，△ABCの

面積は宇田であるから，△ABC＝おのときはα＝□またはα＝占である0また，

α＝［＝コのとき，△ABCは直角三角形となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早大一商）

直線ッ＝1上を動く点P（ク，1）がある。直線ッ＝α∬に関して点Pと対称な点をQ（甘，r）とする。

（1）甘，rをα，クで表せ。

（2）点Pが第1象限内で動くとき，点Qも第1象限にあるためのクの範囲を求めよ。

（同志社大一神・文）

簡監訂 �「セミナーノート」第21講座81～84ページ 「数学αの完全整理」166～175ページ 
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円の方程式

401

402

403

404

405

406

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：匡評解答は「考え方と解答」68ページ

次の円の方程式を求めよ。

（1）中心が（3，－4）で，半径1　　　　（2）中心が（－2，3）で，原点を通る

（3）中心が（－2，4）で，∬軸に接する　　（4）2点く4，5），（2，－3）を直径の両端とする

（5）3点（8，4），（3，－1），（6，8）を通る（¢）点（2，1）を通り，両軸に接する

（7）2点（5，1），（－2，8）を通り，∬軸に接する

（8）2点（2，－1），（－2，．3）を通り，∬軸上に中心をもつ

次の式で表される円の中心の座標と半径を求めよ。

（1）∬2＋ツ2－6．だ－8γ＝0　　　　　　　　　（2）∬2＋ッ2＋8二だ＝0

（3）∬2＋ッ2－2こr＋ッー3＝0　　　　　　　　（4）2．だ2＋砂2＋4エーqy＋1＝0

次の円の方程式を求めよ。

（1）直線∬＝1に関して円∬2＋〆＝4と対称な円

（2）∬2＋ッ2－4こr一秒－5＝0と中心が同じで，．ツ軸に接する円

（3）中心が直線ッ＝∬＋5上にあり，原点と点（1，2）を通る円

（1）3直線2エーツ＝3，4∬＋砂＝1，－∬＋砂＝11によってつくられる三角形の頂点の座標を求めよ。

（2）（1）でつくられた三角形の外接円の方程式を求めよ．

方程式　∬2＋ッ2＋2．だ一旬＋ゑ＝0が円を表すように，定数烏の値の範囲を定めよ。

次の直線と円の位置関係（2点で交わる，接する，共有点をもたない）を調べ，共有点がある場合に

は，その点の座標を求めよ。

（1）∬＋ッ＝1，∬2＋ッ2＝1　　　　　　　（2）エーツ＝2，∬2＋ッ2＝2

（3）2∬＋ッー2＝0，ヱ2＋ッ2－6g一旬＋9＝0　（4）∬＋砂＋6＝0，∬2＋ッ2＋2エー卸＝0
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72

次の円と直線が共有点をもつように，定数烏の値の範囲を定めよ。

（1）∬2＋ッ2＝為，ツ＝お＋烏　　　　　　（2）∬2＋ツ2＝4，ツ＝尾∬＋4

次の直線が円によって切りとられる弦について，弦の中点の座標，弦の長さを求めよ。

（1）∬＋ツ＝1，∬2＋ッ2＝4　　　　　　　（2）ッ＝∬＋1，∬2＋ツ2＝8

次の円で，与えられた点における接線の方程式を求めよ。

（1）∬2＋ッ2＝4，（1，－ノす）　　　　　（幻．2＋ッ2＝5，（一1，2）

（3）∬2＋ッ2＝9，（2，ノす）　　　　　　（4）∬2＋ツ2＝16，（0，－4）

次の接線の方程式を求めよ。

（1）直線2．だ＋ツ＝5に平行な円∬2＋ッ2＝10の接線

（2）原点から円∬2＋ッ2－2．℃－qy＋8＝0にひいた接線

－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－標準問題慧
次の円の方程式を求めよ。

（1）中心が（0，2）の円で，ヱ軸と交わり，かつ，∬軸との交点における接線が∬軸と　亜○の角で

交わる。

（2）2点（0，2），（1，1）を通る円で，∬軸と交わり，かつ∬軸との交点における接線がヱ軸と　450

の角で交わる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同志社大一法）

エツ平面において，点P（α，み）は円∬2＋ッ2＝1上にあり，点A（1，0）とは異なるとする。

（1）Pを中心とし半径が喜pAの円の方程式をα，あを用いて表すと口となる。この円が∬軸と

共有点をもつようなαの値の範囲は［＝コ≦α≦［＝コである。（Zがこの範囲を動くとき，点Pのえ

がく弧の長さは［＝］となる。

（2）（1）の円がェ軸と相異なる2点Q，Rで交わり，△PQRが正三角形となるとき，αの値を求めよ。

（京都産業大一経営）

点A（－2，－2）と円C：∬2＋ッ2＝1がある。

（1）点Aを通り円Cに接する直線の方程式を求めよ。

（2）点Aを通る直線のうち，円Cによって切りとられる弦の長さが1であるような直線の方程式を

求めよ。



24．円の方程式

414
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（1）円（エーα）2＋（ッーみ）2＝r2上の点P（Jl，ク．）における接線の方程式は

（∬1－α）（エーα）＋（ッ．－∂）（ッーろ）＝r2

であることを証明せよ。

（2）円∬2＋ツ2－2g＋和一20＝0上の点（5，1）における接線の方程式を求めよ。

（8）点（－4，1）から円∬2＋ツ2－血一秒－4＝0にひいた接線の方程式を求めよ。

直線　y＝mXは，円（X－5）2＋y2＝32と2点A，Bで交わり，OA＝AB（0は原点）であるとす

る。このときの例の値はいくらか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（立教大一経済）

2つの直線2こr一秒＋26＝0，∬＋ッー17＝0の交点をAとし，原点0からこの2直線にひいた垂線の

足をそれぞれB，C　とする。

（1）4点A，B，0，Cを通る円の方程式を求めよ。

（2）四角形ABOCの面積を求めよ。

2つの円∬2＋ツ2－2こr一二秒＋1＝0，∬2＋ッ2＋血＋4ッー17＝0がある。

（1）この2つの円は2点で交わることを示し，その2交点を通る直線の方程式を求めよ。

（2）共通弦の長さを求めよ。

（3）2つの交点と原点を通る円の方程式を求めよ。

点0（0，0）を中心とし半径2の円をA，点く4，0）を中心とし半径1の円を月とする。Aと月に共

通な接線の方程式を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早大一教育）

点A（2，4）から円∬2＋ツ℡＝2へ2本の接線をひく。2つの接点を，∬座標の小さい方からP，Qと

すると，P，Qの座標はP（口，⊂コ），Q（［＝ユ⊂コ）である。また，直線PQの方程式は

［：：コ∬＋⊂＝］ッ＝1であり，△APQの面積は⊂＝］である。　　　　　　　　　　晒南学院大一文・経済）

簡穿 �「セミナーノート」第23講座89～92ページ 「数学αの完全整理」176～181ページ 
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慧翳基本問題

軌跡と領域

匝解答は「考え方と解答」73ページ
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次の条件をみたす点P（∬，ツ）

（1）2点0（0，0），A（15，0）

（2）2点A（－2，0），B（2，0）

（3）3点A（0，0），B（1，0），

の軌跡を求めよ。

からの距離の比がPO‥PA＝1：2である点P

のとき，PA⊥PBである点P

C（2，0）のとき，PA2＋PB2＝2PC2である点P

次の条件をみたす点Pの軌跡を求めよ。

（1）点A（1，3）と直線X－ay－1＝0上の動点Qを結ぶ線分AQの中点P

（2）点A（2，0）と円32＋y2＝1上の動点Qを結ぶ線分AQの中点P

αが実数値をとって変わるとき，次の円の中心はどのような図形上にあるか。

（1）∬2＋ッ2－2αエー2‘砂＝4－‰2

（2）∬2＋ッ2－2（‰＋1）∬＋2即＋1α‡2＝0

直線ッ＝∬＋尾が放物線ッ＝－∬2＋烏エー2と異なる2点P，Qで交わっている。

（1）実数烏の範囲を求めよ。

（2）線分PQの中点をR（耳，y）とするとき，ろyを点を用いて表せ。

（8）烏が（1）で求めた範囲で変化するとき，点Rはどのような図形をえがくか。

原点0を通る直線ッ＝卯が，定円∬2＋ッ2－由一卸＋4＝0によって切りとられる弦PQの中点M

は，どのような図形をえがくか。

次の不等式の表す領域を図示せよ。

（1）（∬＋ッ＋1）（ズーツー1）＞0

（3）∬2≦ッ≦∬＋2

（5）（∬2＋ッ2－4）（∬2＋ッ2－血）（∬－1）＜0

（2）ヱ（2．だ一旦γ－3）＜0

（4）（エーツ＋1）（∬2＋ッ2－1）≦0



426

427

428

429

430

431

432

433

（1）∬≧0，ツ≧0，エ＋砂≦4，2g＋ツ≦4のとき，∬＋ツの最大値は⊂コである。

（2）ェ＋ツ≦9，0≦ッ≦2∬のとき，∬＋砂の最大値は［＝コである。

25．軌跡と領域

（千葉工大）

（1）∬2＋ツ2＝1のとき，2エーツの最大値は口である。　　　　　　　　　　　　（神奈川大一二）

（2）（エー2）2＋（ッー2）2＝1のとき，∬＋ツの最小値は［＝コ，最大値は［＝］である。　（西日本工大）

（3）∬2＋ツ2≦1，ツ≧0のとき，ノす∬＋ッの最大値は［＝］，最小値は［＝コである。　　（工学院大）

隣りあう辺の長さが草，ツである長方形がある。．ち二リについて，3∬十秒≦15，2こr＋ツ≦4なる関係

があるとき，

（1）周の長さ上の最大値と，それを与える草，ツの値を求めよ。

（2）面積方の最大値と，それを与えるガ，クの値を求めよ。

由瘍岳標準問題慧

（同志社大一経済）

正方形ABCDの内部に動点Pをとるとき，PA2＋PB2＝3（PC2＋PD2）が成立する。点Pはどのよう

な図形上を動くか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪歯大）

2定点0（0，0），A（α，0）（α＞0）に対してAP‥PO＝2：1であるように点Pは動くものとする。

（1）点Pの軌跡を求めよ。

（2）点Aを通って点Pの軌跡に接する直線の方程式を求めよ。　　　　　　　　　　（成城大一経済）

長さlの線分ABの両端A，Bがそれぞれ直角ⅩOYの2辺0Ⅹ，OYの上を動くとき，ABの中点

Pはどのような図形上にあるか。

y軸上の定点A（0，2）を通り，X軸を2点B，Cで切る円をえがく。BC＝4となるようにすると

き，円の中心Pのえがく図形を求めよ。

2直線ッ＝α（エー1），ツ＝α2∬の交点がム軸，ツ軸および直線∬＋ツ＝2で囲まれた領域の内部（境界

を含まない）にあるための，αの値に関する必要十分条件を求めよ。
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連立不等式∬≧0，エーツ≧1，ツ≧－2，2・だ＋ッ≦2の表す領域内を点P（考，ツ）が動くとき，－α∬＋ッ

の最大値を′（α）とする。－3≦∬≦2の範囲でッ＝′（∬）のグラフをかけ。

座標平面上の点の集合

A＝‡（∬，ツ）圧エー1）2＋ッ2＜25上　月＝‡（∬，ツ）l（∬＋1）2＋ッ2＜お）

C＝（（∬，ツ）日動＜α，lッl＜αi

について，C⊂Au月をみたすαの最大値を求めよ。

（日本女大）

（芝浦工大）

ツ＝み∬2＋2・ガとッ＝∬2＋α∬＋3のグラフが共有点をもたないためのα，みのみたす条件を求め，

（α，ろ）の領域を図示せよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神戸女大一文・家政）

f≧0とし，耳γ平面上に不等式（エーf＋4）2＋ッ2≦15，∬2＋（ッー2f＋18）2≦5の表す領域をそれぞれ

P（わ，¢（わ　とする。

（1）P（f）と0（わが共有点をもつ才の範囲を求めよ。

（2）P（f）と0（f）の交わり　P（f）nO（わ　の面積の最大値を求めよ。 （東邦大一理）

点（∬，ツ）が領域3∬2－2ニッ＋砂2＋2∬一秒＋1≦0を動くとき，∬＋ツの最大値は［＝コ，最小値は

［：＝］である。 （芝浦工大）

∬2＋ッ2≧1，∬2＋（ッ＋1）2≦1，2tJt≦ノ亨を同時にみたす点（∬，ツ）の集合をAとする。

（1）集合Aを座標平面上に図示せよ。

（2）円∬2＋（ッ＋1）2＝1と直線∬＋ツ＝丘が接するときの烏の値と接点の座標を求めよ。

（8）点（∬，ツ）が集合Aの点を動くとき，∬＋ツの最大値と最小値を求めよ。　（聖徳学園岐阜教育大）

点P（∬，ツ）が円エ2＋〆－エーツー1＝0の周上と内部全体を動くとき，点Q（∬＋γ，エツ）の動く範囲

を図示せよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪歯大）

圃課 �「セミナーノート」第24講座93～96ページ 「数学αの完全整理」182～187ページ 
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